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 はじめに                                          

この度は American DJ  JELLY FISH をご購入頂き誠にありがとうございます。JELLY FISH は

DMX 規格に対応した LED エフェクトです。軽量かつコンパクトで、移動の多いイベントでの使用に

も最適です。サウンドアクティブモードでの使用が可能な他、DMX コントローラーで制御することも

できます。 

本製品の性能を最大限に発揮させ、末永くお使い頂くために、ご使用になる前にこの取扱説明書

を必ずお読みください。尚、本書が保証書となりますので大切に保管してください。 

 

 製品の特徴                                        

・ サウンドアクティブモード (本体にマイクを内蔵) 

・ ショーモード 

・ DMX-512 対応 (3 または 28DMX チャンネル) 

・ カラーストロボ機能 

・ UC-3 コントローラー対応(別売) 

 

※製品の仕様は改良のため、予告無く変更する場合がございます。 

 



 

2 

 安全上の注意                                      

1. 梱包を開き、破損した部品や欠品がないか確認してください。異常がある場合は本製品の使

用をお止め頂き、販売店にご相談ください。 

2. 本体は必ず安全で、安定した場所に設置してください。電源ケーブルは踏まれたり挟まれた

りすることのない場所に設置してください。 

3. 本体への接続が全て完了してから本体の電源を入れてください。本体を他の機材と接続する

際には必ず電源ケーブルをコンセントから外して行ってください。また、アース端子は必ず接

続してください。 

4. 電源、電圧が正しい事を確認してください。AC100V 50/60Hz環境にてご使用ください。 

5. 電源ケーブルを抜き差しする際は、必ずプラグを持って行ってください。 

6. 感電防止のため、使用中は部品に触れないでください。本体カバーを外した状態で本製品を

使用しないでください。 

7. 本製品は屋内専用です。本製品を屋外で使用した場合は保証対象外となります。 

8. 本体は壁から約15cm 以上離した通気性の良い場所に設置し、布等を被せないよう、また周

囲に可燃物や爆発物、高温の物体を置かないようご注意ください。使用中は本体が熱を持ち

ますので、近くには何も置かないでください。 

9. 本体に液体がかからないよう、また、雨天や湿気にさらさないようご注意ください。感電や火

災の原因になります。 

10. ディマーパックからの電源供給は行わないでください。 

11. 長時間使用しない場合は電源ケーブルをコンセントから外してください。 

 

故障が生じた場合はお手数ですが販売店もしくはサウンドハウスまでご連絡ください。 

メンテナンス以外の目的において無断で本体カバーを開けられた場合、保証の対象外となること

があります。 
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 メニューチャート                                       

メニュー 選択画面 機能 

 

 

 

DMX スタートアドレスの設定 

 3 チャンネルモード 
 

 28 チャンネルモード 

 マスターモード 

 スレーブモード “ノーマル” 

 スレーブモード “2 ライトショー” 

 スレーブモード “3 ライトショー” 

 

 スレーブモード “4 ライトショー” 

 ショーモード 0 

 ショーモード 1 

・・・  
 

 ショーモード 11 

 サウンドアクティブモード ON 
 

 サウンドアクティブモード OFF 

 ブラックアウトモード ON 
 

 ブラックアウトモード OFF 

 ディスプレイの点灯 
 

 ディスプレイの消灯 

 ディスプレイの正転 
 

 ディスプレイの逆転 

  セルフテスト 

  稼働時間 

  ソフトウェアバージョン 
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 各メニューの操作方法                                    

MENU ボタンでメニューを選択し、UP/DOWN ボタンで各機能の調整を行い、ENTER ボタンで確定

します。MENU から戻るには、MENU ボタンを長押しします。 

 

 

 DMX アドレスの設定 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. ディスプレイに と点滅表示されるので、UP/DOWN ボタンを押して任意の DMX スタート

アドレスを選択し、ENTER ボタンを押します。 

 

 DMX チャンネルモードの設定 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. ディスプレイに または と表示されます。UP/DOWN ボタンを押して任意の DMX

チャンネルモードを選択し、ENTER ボタンを押します。 

 

 マスター/スレーブモードの設定 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. / / / / のいずれかがディスプレイに表示されます。

UP/DOWN ボタンを押して任意のモードを選択し、ENTER ボタンを押します。 

※スレーブの各モードはそれぞれ動作が異なります。 

※ に設定すると、 に設定した灯体と対照的な動作をします。 

 

 ショーモードの設定(予めサウンドアクティブモードを OFF にしてください) 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. ディスプレイに ～ と表示されます。1～11 はプリセットプログラム、0はランダム

モードです。UP/DOWN ボタンを押して任意のプログラムを選択し、ENTER ボタンを押してくだ

さい。 
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 サウンドアクティブモードの設定 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. ディスプレイに または と表示されます。UP/DOWN ボタンを押していずれかを

選択し、ENTER ボタンを押してください。サウンドアクティブモードにするには 、サウン

ドアクティブモードを解除するには を選択します。 

 

 ブラックアウト(スタンバイ)モードの設定 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. ディスプレイに または と表示されます。UP/DOWN ボタンを押していずれかを

選択し、ENTER ボタンを押してください。ブラックアウトモードにするには 、ブラックアウ

トモードを解除するには を選択します。 

 

 ディスプレイ表示のオン/オフ 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. ディスプレイに または と表示されます。UP/DOWN ボタンを押していずれかを

選択し、ENTER ボタンを押してください。 を選択するとディスプレイは常時点灯、

を選択すると、約 1 分間操作を行わなかった場合にディスプレイが消灯します。 

 

 ディスプレイ表示の回転 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押します。 

2. ENTER ボタンを押すたびに、ディスプレイが 180 度回転します。MENU ボタンを押すとメニュー

画面に戻ります。 

 

 セルフテスト 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. セルフテストを開始します。終了するには MENU ボタンを押します。 
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 稼動時間の表示 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. 灯体の稼動時間が表示されます。終了するには MENU ボタンを押します。 

 

 ソフトウェアのバージョン 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. ソフトウェアのバージョンが表示されます。終了するには MENU ボタンを押します。 
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 基本設定                                        

JELLY FISH では以下のモードが選択できます。 

サウンドアクティブモード ： 内蔵マイクで感知した音に反応して動作します。 

ショーモード  ： 11 種のプリセットプログラムから選択したパターンで動作します。 

マスター/スレーブモード ： 複数台の JELLY FISH を連結させ、同期させることができます。 

DMX コントロールモード ： DMX コントローラーで制御を行います。 

UC-3 モード  ： 別売のコントローラーUC-3 を接続して、遠隔操作を行います。 

 

サウンドアクティブモード 

本体に内蔵されているマイクで感知した外部音に反応して動作します。 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. ディスプレイの表示が となるまで UP/DOWN ボタンを押し、ENTER ボタンを押します。 

※マイク感度は本体の背面にあるツマミで調整ができます。 

 

ショーモード 

プリセットプログラムで動作します。予めサウンドアクティブモードをＯＦＦにしてください。 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. UP/DOWN ボタンを押して任意のプログラムを選択し、ENTER ボタンを押してください。1～11

はプリセットプログラム、0 はランダムモードです。 

 

マスター/スレーブモード 

最大 16 台の JELLY FISH を同期させることができます。1 台をマスターユニットとし、その他のスレ

ーブユニットは、マスターユニットのプログラムに合わせてサウンドアクティブで動作します。マスタ

ーに設定できるのは、接続したユニットの内 1 台のみです。 

1. マスターユニットを 1 台選びます。本体の背面に 3 ピン XLR デジタルケーブルを接続し、ユニ

ットを直列に接続してください。マスターとなるユニットが端になるようにし、マスターユニットの

XLR メスに 3 ピン XLR デジタルケーブルのオスを接続します。50m 以上の長距離配線になる

場合は、最後のスレーブユニットにターミネーターを接続することをお勧めします。電源ケー

ブルも最大 46 台まで連結できます。46 台以上の連結には新たな電源供給が必要です。ユニ

ットは全て同一機種とし、多機種は混ぜないでください。 

2. マスターユニットのディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボ

タンを押します。次にディスプレイに と表示されるまで UP/DOWN ボタンを押し、

ENTER ボタンを押します。 

3. スレーブユニットのディスプレイに と表示されまで MENU ボタンを押し、ENTER ボタン

を押します。次に、任意のスレーブモードを選択し、ENTER ボタンを押します。 
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UC-3 コントロールモード 

別売のコントローラーUC-3 により遠隔操作することができます。 

STAND BY BLACK OUT (暗転) 

FUNCTION 1. ストロボ 

2. サウンドアクティブストロボ 

3. ランダムストロボ 

Show 0-12 

MODE LED OFF LED ON 

 

 

DMX コントロールモード 

外部 DMX コントローラーで制御を行います。JELLY FISH には 2 種類の DMX チャンネルモードが

あり、3 または 28DMX チャンネルのいずれかを選択することができます。 

JELLY FISH を DMX コントロールモードで動作させるには、まず JELLY FISH と DMX コントローラ

ーを XLR デジタルケーブルで接続してください。JELLY FISH は 3 ピン XLR 仕様です。 

各モードにおける機能の詳細は、後述の「DMX 表」を参照してください。 

[ 設定方法 ] 

1. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

2. ディスプレイに または と表示されます。UP/DOWN ボタンを押して任意の DMX

チャンネルモードを選択し、ENTER ボタンを押します。 

3. ディスプレイに と表示されるまで MENU ボタンを押して、ENTER ボタンを押します。 

4. ディスプレイに と点滅表示されるので、UP/DOWN ボタンを押して任意の DMX スタート

アドレスを選択し、ENTER ボタンを押します。 

5. DMX 表と DMX コントローラーの説明書を参照しながら制御を行ってください。 
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 DMX 表                                          

３DMX チャンネルモード 

チャンネル DMX 値 機能 

1 

 

0 – 9 

10 – 119 

120 – 239 

240 - 255 

カラー/チェイス/サウンドアクティブ 

オフ 

カラー 

チェイス 

サウンドアクティブ 

2 

 

0 – 15 

16 – 31 

32 – 47 

48 – 63 

64 – 79 

80 – 95 

96 – 111 

112 – 127 

128 – 143 

144 – 159 

160 – 175 

176 – 191 

192 – 207 

208 – 223 

224 – 239 

240 – 255 

 

0 – 9 

10 – 19 

20 – 29 

30 – 39 

40 – 49 

50 – 59 

60 – 69 

70 – 79 

80 – 89 

カラー(チャンネル 1 DMX 値 10 – 119) 

オフ 

カラー1 

カラー2 

カラー3 

カラー4 

カラー5 

カラー6 

カラー7 

カラー8 

カラー9 

カラー10 

カラー11 

カラー12 

カラー13 

カラー14 

カラー15 

チェイス(チャンネル 1 DMX 値 120 - 239) 

オフ 

チェイス 1 

チェイス 2 

チェイス 3 

チェイス 4 

チェイス 5 

チェイス 6 

チェイス 7 

チェイス 8 
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90 – 99 

100 – 109 

110 – 119 

120 – 129 

130 – 139 

140 – 149 

150 – 159 

160 – 169 

170 – 179 

180 – 189 

190 – 199 

200 – 209 

210 – 219 

220 – 229 

230 – 239 

240 – 249 

250 - 255 

チェイス 9 

チェイス 10 

チェイス 11 

チェイス 12 

チェイス 13 

チェイス 14 

チェイス 15 

チェイス 16 

チェイス 17 

チェイス 18 

チェイス 19 

チェイス 20 

チェイス 21 

チェイス 22 

チェイス 23 

チェイス 24 

チェイス 25 

3 

 

0 – 9 

10 – 255 

 

0 - 255 

ストロボ(チャンネル 1 DMX 値 10 – 119) 

オープン 

ストロボ 遅 – 速 

チェイススピード(チャンネル 1 DMX 値 120 - 239) 

チェイススピード 遅 – 速 

 

※3DMXチャンネルモードでは、チャンネル1のDMX値が、チャンネル2と3の動作に影響します。 
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28DMX チャンネルモード 

チャンネル DMX 値 機能 

1 0 - 255 赤 0 – 100% 

2 0 - 255 緑 0 – 100% 

3 0 – 255 青 0 – 100% 

4 0 – 255 白 0 – 100% 

5 0 – 255 赤 0 – 100% 

6 0 – 255 緑 0 – 100% 

7 0 – 255 青 0 – 100% 

8 0 – 255 白 0 – 100% 

9 0 – 255 赤 0 – 100% 

10 0 – 255 緑 0 – 100% 

11 0 – 255 青 0 – 100% 

12 0 – 255 白 0 – 100% 

13 0 – 255 赤 0 – 100% 

14 0 – 255 緑 0 – 100% 

15 0 – 255 青 0 – 100% 

16 0 – 255 白 0 – 100% 

17 0 – 255 赤 0 – 100% 

18 0 – 255 緑 0 – 100% 

19 0 – 255 青 0 – 100% 

20 0 – 255 白 0 – 100% 

21 0 – 255 赤 0 – 100% 

22 0 – 255 緑 0 – 100% 

23 0 – 255 青 0 – 100% 

24 0 - 255 白 0 – 100% 

25 0 – 255 赤 0 – 100% 

26 0 – 255 緑 0 – 100% 

27 0 – 255 青 0 – 100% 

28 0 - 255 白 0 – 100% 

 

※28DMX チャンネルモードでは、1 つのチャンネルにつき 3 個の LED を制御します。チャンネル 1

では 1 番目のレンズで赤 LED を 3 個、チャンネル 4 では 1 番目のレンズで白 LED を 3 個・・・とな

ります。 
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 DMX512 について                                   

DMX-512 

DMX-512 とは、照明コントローラーとその他照明機器間のデータ通信を行うための、世界共通規

格です。DMX コントローラーから照明機器に信号を送信し、遠隔操作を行うことが可能です。 

また、照明機器のIN/OUT端子を介してDMX信号をシリアル接続することにより、複数台のユニッ

トを操作することが可能です。その際、接続ケーブルの長さをできる限り短くすることにより、DMX

信号の減衰を最小限に抑えることができます。 

 

DMX リンク 

DMX データの正確な送受信を行うために、機器間を接続するケーブルはできる限り短いものをお

使いください。また、機器が接続された順番と、DMX アドレス指定は相関しません。機器ごとに任

意のアドレスを設定することが可能です。 

 

DMX ケーブル 

JELLY FISH は最大 28 チャンネル分の DMX 信号を使用するユニッ

トです。 

DMX アドレスは本体背面の操作パネルで設定してください。DMX 機

器との接続は、3 ピン XLR 仕様のデジタルケーブルを使用して直列

に行います。 

DMX ケーブルを作る際は、以下の図を参照してください。 

 

 

 
5 ピン XLR 仕様の DMX コネクター 

メーカーによっては、3 ピン仕様の XLR コネクターの代わりに、5 ピン仕様の XLR コネクターを DMX

信号の通信用に採用しています。5 ピン仕様の XLR コネクターを JELLY FISH に接続する際は、

変換アダプターをお使いください。 
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・ DMX対応の照明機器は、上図の様に配線を行います。配線にはDMXケーブルを使用してください。接続する台

数に制限はありませんので、複数の照明機器を簡単に接続することが可能です。 

・ DMX 対応の照明機器を接続する順番は決まっていません。なるべく距離が短くなるように配線してください。※ 

・ 調光ユニット(ディマー)を使用し、パーライト等の明るさを調整することが可能です。 

・ インテリジェントスキャナーやストロボ等の電源は通常のコンセントから取ってください。パーライト以外の照明機

器の電源を調光ユニットから取った場合、動作が不安定になる、又は動作しない場合があるばかりか、故障の

原因にもなります。DMX 非対応のインテリジェントライトも同様に通常のコンセントから電源を取ってください。 

 

※ – 長距離の配線について -  

50m を超えるような配線になる場合、DMX 信号の伝達が上手くいかず照明機器の動作が不安定になることがあり

ます。その場合はターミネーターを使用してください。ターミネーターとは、最後に接続された DMX 対応照明機器

(上図の場合はストロボライト)の OUT 端子に差し込むダミープラグをさします。ターミネーターの作成方法は下記を

参照してください。 
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 ヒューズの交換                                      

1. 電源ケーブルを抜いてください。 

2. 電源ケーブル差込口の隣にあるヒューズホルダーをドライバーなどで回して取り外します。 

3. ヒューズを新しいものに交換し、ヒューズホルダーを本体に取り付けます。 

 

 メンテナンス                                        

使用頻度に応じたメンテナンスを行ってください。＜ ＞内は対応期間の目安です。 

※メンテナンスを行う際は、必ず電源ケーブルを抜いてから行ってください。 

※ガラスクリーナーやアルコール等でのクリーニング後は、完全に乾かしてからご使用ください。 

 

外側のレンズ ＜一週間に一度＞ 

■レンズが汚れると、光が内部に乱反射し熱がこもりやすくなります。 

→ガラスクリーナーやアルコールなどを使用し、めがね拭き等の柔らかい布で汚れを拭き

取った後、から拭きを行ってください。 

 

通気孔 ＜一週間に一度＞ 

■通気孔の目詰まりなどで内部冷却が行えない場合、内部温度が上昇し故障の原因となります。

ファンや通気孔に埃や汚れが付着しますと、正常な内部冷却が行えません。 

→掃除機で大きな埃を取り除いた後、エアダスターやブラシで残った埃を除去してください。 

 

内部各種センサー ＜一ヶ月に一度＞ 

■各部位の動作状況を確認するためのセンサーに埃や汚れが付着しますと、誤動作、故障の原

因となります。 

→掃除機で大きな埃を取り除いた後、エアダスターやブラシで残った埃を除去してください。 

 

信号ケーブル、電源ケーブル、アダプター差込口 ＜一ヶ月に一度＞ 

■差込口部分に埃や汚れがつきますと、ショートし灯体が正常に動作しない恐れがあります。 

→エアダスターやブラシで埃を除去してください。差込口にぐらつき等がないかご確認くださ

い。 

 

ネジ ＜三ヶ月に一度＞ 

■各部位のパーツが正しく固定されていないと、パーツ等が落下する恐れがあります。 

→各パーツが正しく固定されているか、ネジの山がつぶれていないかご確認ください。 
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 故障かな？と思ったら                                  

製品が正しく動作しない場合は、まず下記をご確認ください。 

下記の方法でも症状が改善されない、またその他不具合が確認された場合は、販売店もしくは正

規代理店までお問い合わせください。 

症状 確認事項 

電源が入らない 

・ 正しい電源・電圧に接続されているか 

・ 電源ケーブルが損傷していないか 

・ ヒューズが切れていないか 

DMX モードで動作しない 

・ 接続に問題がないか 

・ 正常な DMX ケーブルを使用しているか 

・ DMX チャンネルが正しく設定されているか 

サウンドアクティブで動作しない ・ 外部音が小さい音や高音でないか 

 

 

 製品仕様                                           

LED 5mm 赤 21、緑 21、青 21、白 21  計：84LED

カラー RGBW 

DMX チャンネル数 3 または 28DMX チャンネル 

DMX 入出力端子 3 ピン XLR 

使用電圧 AC100V、50/60Hz 

寸法 W31.7×H18.2×D25.0 cm 

重量 2.0kg 

 

※製品の仕様は改良のため、予告無く変更となる場合があります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


